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本書の読みどころ―まえがきに代えて

　今，新規就農者の 20％は有機農業に取り組んでいるとされる。そのうちの一部では肥料さ

え施さない自然栽培が行なわれている。有機農業は特殊な農業として見られることが多かった

が，農水省の「みどりの食料システム戦略」の推進もあって，個人だけでなく市町村やＪＡ単

位での面的な広がりを見せている。

　そんな中，本書で注目した一つは，チッソ固定菌。これまで大気中のチッソを固定する微生

物としては，マメ科植物の根に根粒をつくる根粒菌が知られていた。ここに来て，非マメ科植

物のイネにおいて，チッソ固定に大きく関わると見られる微生物がわかってきた。

　研究によると，チッソ固定にはニトロゲナーゼという酵素が関与しており，ニトロゲナーゼ

が働くためには，①低チッソ，②高炭素（有機物），③低酸素，④リン酸供給が必要。イネでは，

鉄還元菌とメタン酸化菌という土壌細菌がチッソ固定している。鉄還元菌はワラ分解産物の酢

酸と水田土壌に含まれる鉄を，メタン酸化菌は水田に豊富にあるメタンガスを，それぞれエネ

ルギー源にしてチッソ固定しているという。肥料需要が世界的に高まる中，重要な意味を持つ

研究成果だ。

　加えて，根部エンドファイト，土着菌根菌の有効利用技術も収録した。チッソ固定菌を含む

これらの微生物の働きに役立つ不耕起や緑肥（カバークロップ）の研究成果，さらに有機物施

用による炭素貯留，生物多様性への影響の研究成果も収めた。

　本書で注目したもう一つは，バイオスティミュラント。植物を環境ストレスに強くするもの

で，生物刺激剤ともいわれる。研究によると，ボカシ肥に含まれる乳酸菌抽出液（分泌液）が

直播イネの苗立ちをよくしたり，甲殻類の殻や植物の細胞壁由来のオリゴ糖がトマトやキュウ

リの病気を抑えたり，アブラナ科の辛味成分がキクの日持ちをよくしたり，ミントなどの匂い

成分が天敵を誘引したりする。あまたある研究の中から４つの研究を収めた。

　このほか，近年土壌深層部の病害虫に対する効果で注目されるエタノール土壌還元消毒や，

アミノ酸によるキュウリ苗立枯病抑制などの土壌病害対策，水田の可給態チッソ診断による適

正施肥も収録した。

　最後に，「みどりの食料システム戦略」策定で関心が高まる有機農業について，海外も含め

た展開や制度・歴史をまとめて収録した。有機農業を特殊な農業としてとらえず，普通の農業

として広めていくための基本情報としてぜひとも読んでいただきたい。

　なお，本書は「農業技術大系土壌施肥編」追録 36 号，「みんなの有機農業技術大事典」の内

容を転載させていただいた。転載を了承していただいた著者の方々に厚くお礼申し上げます。

2025 年 2 月　一般社団法人農山漁村文化協会
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